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市
営
住
宅

入
居
者
募
集

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

期
限
内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

② 

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と（
障
が
い
者
、
60

歳
以
上
の
人
、
Ｄ
Ⅴ
被
害
者
は
単
身
可
）

③ 

世
帯
の
合
計
所
得
額
か
ら
各
種
控
除
額

を
差
し
引
き
し
、
12
で
除
し
た
額
が

15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と（
障
が
い

者
、
60
歳
以
上
の
人
、
小
学
校
入
学
前
の

子
ど
も
が
い
る
人
は
21
万
４
千
円
以
下
）

④
持
ち
家
が
な
い
こ
と

⑤
現
在
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
で
す
。

◆
申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付
期
間

　

９
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※ 

申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付
は
、
管
財
営
繕

課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）の
窓
口
の
み
で
行
い

ま
す
。郵
送
や
各
支
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

詳
し
く
は
、直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

管
財
営
繕
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
９

名称（住所） 建設年度 構造 募集戸数 家賃
旭平住宅
（下畑 630） 昭和61年度 PC造 2階建て

3DK（一般型） 3戸 15,200 円
～ 29,900 円

神島住宅
（神島 1283-1） 平成15年度

RC造 3階建て
2DK（一般型） 1戸（2階） 17,200 円

～ 33,800 円
RC 造 3階建て
3DK（一般型） 1戸（2階） 22,100 円

～ 43,400 円
新帝産台住宅
（吉田 1021-8） 昭和57年度 PC造 2階建て

2DK（一般型） 1戸 14,800 円
～ 29,000 円

新鍋沢住宅
（三福 1051-2） 平成 2年度 RC造 5階建て

3DK（一般型）
4戸

（2～ 4階 4戸）
19,600 円
～ 38,600 円

帝産台住宅
（大仁 1-12） 昭和63年度 RC造 4階建て

3DK（一般型）
2戸

（3・4階各１戸）
17,000 円
～ 34,900 円

◆入居者を募集する市営住宅

水晶山は、大仁駅から徒歩約 5分で行くこ
とができるジオポイントです。高さ 67m

の小さな山ですが、ジオと歴史に富んでいま
す。頂上には 360 度の大展望が広がり、名前
のとおり、かつては水晶が採掘されました。水
晶は、この地域の地下深くの熱水の作用によっ
てできたものです。

　江戸時代、徳川幕府から金山奉行を命じられた
大
お お く ぼ い わ み の か み な が や す

久保石見守長安は、水晶山から眺望して「大
おお

仁
ひと

金
きん

山
ざん

」を発見し
たといわれ、金山の採掘によって噴出した温泉は、現在、大仁温
泉として親しまれています。
　また、明治時代、大正天皇が皇太子だった頃に狩野川の鵜

う か い

飼を
水晶山から見て楽しんだとして、水晶山の東側のふもとに記念碑
が残っています。江戸時代の画家谷

たにぶんちょう

文晁も描いた水晶山周辺の情
緒的な風景は、昭和 30 年代の伊豆八景に選定されていますが、
反面、狩野川台風など数々の災害遺構としても重要な意味を持っ
ています。
問 観光課　☎ 055-948-1480室

むろ

伏
ふし

 勲
いさお

 氏

伊豆半島ジオパーク推進
協議会　認定ジオガイド

　

屋
外
広
告
物

　

適
正
化
旬
間
Ḉ
て

　

知
Ḉ
て
る
？

　

国
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
適
正
化
を
一
層

促
進
す
る
た
め
、
９
月
１
日
〜
10
日
を
「
屋

外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
と
定
め
、
屋
外
広

告
物
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
違
反
広
告
物
の

是
正
や
良
好
な
景
観
形
成
に
対
す
る
意
識
啓

発
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
管
理
し
て

　

く
だ
さ
い
ね

　

近
年
、
屋
外
広
告
物
の
落
下
事
故
が
全
国

的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
故
防

止
の
た
め
、
設
置
者
・
管
理
者
な
ど
の
人
は

日
々
の
安
全
確
認
や
定
期
的
な
安
全
点
検
な

ど
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
１
日
〜
10
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

〜
守
ろ
う
！
伊
豆
の
国
市
の
ま
ち
並
み
と
景
観
〜

問 都市計画課
☎ 055-948-2909

撤去前

撤去後

　　伊
い ず み

豆海景
ひかり

キレイな景観大好き。
最近は、ステキな看板に
キョーミあり。
カメラを持ってまち歩き。

ス
テ
キ
な
看
板
ᷝ
ス
テ
キ
な
風
景

見
つ
け
に
行
こ
Ḉ
！

　

屋
外
に
表
示
・
設
置
さ
れ
る
看
板
や
の
ぼ

り
旗
な
ど
の
広
告
物
（
屋
外
広
告
物
）
は
、

多
く
の
人
に
情
報
を
提
供
し
、
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
を
作
り
出
し
ま
す
。
一
方
で
、
景
観
を

損
ね
た
り
、
落
下
な
ど
に
よ
り
人
に
危
害
を

及
ぼ
し
た
り
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

図
の
よ
う
に
、
屋
外
広
告
物
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
設
置
場
所
、
表
示
内

容
に
よ
り
規
制
内
容
が
異
な
り
、
そ
の
多
く

は
掲
出
す
る
た
め
の
許
可
が
必
要
で
す
。

屋外広告物の一例

　

 

無
断
で
貼
ら
れ
た
は
り

紙
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

塀
や
壁
の
チ
ラ
シ
や
広
告
板
は
無
許
可
の

も
の
が
多
く
、
乱
雑
に
貼
ら
れ
た
光
景
は
美

し
い
景
観
を
阻
害
し
ま
す
。
ま
た
、
電
柱
な

ど
へ
の
は
り
紙
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

看
板
ひ
と
つ
で

　

景
色
は
変
わ
る
ん
で
す

　

市
で
は
、
静
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
替

わ
り
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
市
独
自
の
屋
外

広
告
物
条
例
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
屋
外
広

告
物
の
規
制
強
化
は
、「
美
し
い
景
観
づ
く

り
を
推
進
す
る
」
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
景
観
の
一
部
で
あ
る
看
板
に

目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
の
風
景
が

　

変
わ
り
ま
し
た
ね
！

　

現
在
、
無
許
可
や
違
反
の
野
立
て
看
板
に

つ
い
て
路
線
ご
と
に
指
導
を
進
め
て
い
ま

す
。
市
か
ら
通
知
が
届
い
た
場
合
は
、
速
や

か
に
広
告
物
の
是
正
を
お
願
い
し
ま
す
。


